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  巻頭エッセイ 

エコクリティシズム研究学会 25 年の歩みと 

ウルズラ・ハイザ教授来日講演 
A Retrospective on the 25th Anniversary of SES-Japan and a Report on the Special 
Lectures by Professor Ursula Heise in Japan 
 

 

伊藤 詔子 

ITOH Shoko 
 

 

１ はじめに 

2020 年は、本学会の前身エコクリティシズム研究会が産声を上げて 25 年目に当たる。

ここで本学会前史も含めて小史を振り返り、最近の活動についても報告しておきたい。 

26 年前、1994 年 6 月 22 日、フルブライターとして東京大学と立教大学に赴任中のス

コット・スロヴィック教授、初代 ASLE 会長（現在は ASLE 機関誌 ISLE 編集長、アイ

ダホ大学教授）が広島大学に来学され、広島大学社会科学研究科国際社会論専攻の学生

に、講演「ネイチャーライティングについて」を頂き、エコクリティシズムの新しい世

界に目覚める大きな契機となった。スロヴィック先生の環境文学研究プロジェクトにつ

いては、氏の恩師、ブラウン大学セント=アーマンド教授から連絡を受け、かつて伊藤

もフルブライターとしてブラウン大学でポーやソローの指導を受けたアーマンド先生

から、このプロジェクトの重要性についてはよく知らされていた。その後広島大学で日

米の学者数名とスロヴィック先生のセミナー “On Ecocriticism” があり、この新しい学

問分野について大いなる知見を得た。また当時、中・四国アメリカ文学会の事務局を担

当していた伊藤の提案で、1994 年 6 月 24 日、スロヴィック先生は松山で開催中の中・

四国アメリカ文学会で特別講演講師を務め、演題  “American Nature Writing: The 

Thoreauvian Tradition” の記念講演をされた。これが、日本におけるこの分野の講演とし

てはほとんど初めてといっていい出来事であった。知日家のスロヴィック先生は、翌 25

日愛媛大学にてネイチャーライティング研究会にも出席された。この研究会主催は松山

に集まった学会有志で、内容は 1. 上岡克己、J. ダニエル 2. 横田由理、G. アーリック

3. 伊藤詔子、A. ディラードであり、この会が翌年のエコクリティシズム研究会発足に

繋がった。この時は ASLE-J 発足以来の会員で旧友、愛媛大学の木下卓教授のお世話に

なった。 
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